
水質汚街防止対東委託調査(蝉}ll)

調査普及課長 長峰良典

技 師斎隊重男

I 調査白的
本調査は杯i}llにおける鉱山排水に帰出する水質市者の現状を花揮し，河川生産を回復させる

ために，鉱は排水をどのように死降すべきかを検討する資料を得るため行った。

II är~j 盆門谷

1. 調査場所

2. 調査期間

5 調査項白及び方法

イ 水負詞査

全IZJliの上流より河口に至る本支流

昭和42年?月--43年5月

坪川及び支誌に 18の調査点を設けPH.電導度，酸化還元電位.D 0 .鉄，鈎を一般

水質分析t去に準じて行つむ

ロ流量

県南土地改良事務所の既存資本ij-lこょった。
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盟議室主結呆

1) 河川の水質

土手)1体来の水質は謝王子点 1， (表2- 1 )の分折値によってもわかるとおり，極めて郎子

で，しかもこの川は小川原糊に続いているため，季節による湧止，降下により漁獲量も非常

に多かったが上北鉱山の開設による水質が一変し，無生物河川となってしまった。

鉱山の規模は戦時中，神属鉱山といわれた程縦〉産出が多く，画策に応じ，鉾水が漁業に及

ぼす影響など考えず全機能を発揮して採掘したものと思われ，したがって拘iJllの持つ自然生

産力は全く失われてしまった。

なお精鉱の生産状況は次のとおりである。
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以上のように，坪)11の水質は上北鉱山の排水によって，生物の棲めないような状態に蹟か

れているわけであり，当水試では数年前から坪JHの水質に注白し，分析を続けてきた。

汚濁水は上流から下統に至る聞に，自治1'1"尉父は支流との合流による稀釈作用を受けて或る

桂度毒性が弱くなるとは云え，主fJliの場合は到底fil口に至るまで生物が桜怠出来る裂に尉似

していない。その後天間ダムの完成によって，水筒がどのように浄化されるのかについては

大きな期待を持っていたわけだあるが，ダム貯水については， 11J:j2日日の調査で pH

3. 6 5 ，F e 1 4. 8 7ft'! / _e ， c u 4 4日曜/ぷと意グトに高い数伎を示していた。
これは強い険性により Fe ， C uの有害防分が沈澱し難しい状態にある為と考えられる。

その後調査点12及び 15で採水した水についての分析値は，表 1のようになっており，各

成分の変動が多いのは，降雨雲によってダムからの吐水が不組員IJに行なわれているものと考

えられる。

とのような状態であるから，ダムω下流から川口近くの調査点15に至るまで特によって
、汚濁水が流れて来る為，魚、の棲息はむずかしい。おそらく小川原品控除らクグイ等が向上して

も，タ・ムからのぼ:7，ト、が多ければ再び舶に下ってしまうだろう。

次に坪川の水質について，その特徴を安約すると次の 5点になる。

イ P瓦が低い。

ロ 鉄を多量に合んでいる。

ハ 制を多量に含んでいる。

これらは何れも魚類にとっては有害で，しかも7)むよ用水質故当主をはるかに越えるもので

ある。(注，水産用水丞君主では次のようになっているo P Hι5-8.5 Fe"I.OPPm  

C u O. 0 1 P P m )とのように汚巣培れた刀‘が流下するに従って，自浄作用合受け，どの

程度まで凪役するかを見ると凶 2のようになる。
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天間ダムTdifの水質
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呼: )11 水:員 分!.材ん表

表 2の1
( 4 2年9tJ 1 1日}

お帥韓[帥度Ip --;l 
'c Im:t/ぷ係

イi13.8 9.1 1 
1 2.50 

1 : 13.91 1 4.41 i 90 3.2511.200 i 5.91 c 14.91 131~.~ ~ 13.05 
2.631 7.1X102 9.1 1 2 115.31 4.5 110.0凹戸 53.6I R 31 

1 5.1 5 

3 ! 1 5.51 2.68 i 8.4X1日2 4.4 1 7.200 141 9.4 I C 15.1 32 
9.1 1 
1 3.35 

2 I A .， I 1 nA 1 ~ ，， 1 ，... 1'7'" i 1 19.1 1 

511州之92! 2 0 X 102 14.3 1 2.200 11 33.2 1 C 11臼 71?41110 

6114.81 '1 13.091 30X1Q2 14.6 I 1.100 I 94.51 R 116.6126 :~'~.~O 
7115.419.32196.4 玄目。 2.1X104 12.6 i 4 1 I R 116.51 1 I ;.~. ~託工J羽刻。

8115.11 I 13.201 40X102之 458508aYR21114L815 92122 40 

9114.619.55197.016.931 2.2X104 12.6 1 51 1 R 116.31 3114.20(づ拝)

1 0…i川川川1日山5口2[ | 日 8 i 1刊oOX悶10叫2 之口21 1 田 o11 3 4.4 只 悶削o! 6日9i 1日山…5日山0叫0叩)'11 1 115.71 1 ! 3.92 f 1 00 X 10 2 ! 2.9 I 540 j 62.8 i R 1 l 281 (坪)

12116.11 1 ，4.14!10日X102!3.4j 980!108.91 R j18.8162115.40(苅初
9.13 

1 4 I 1 5.0 I I i 5.2 0 1 1.3…11uJ818H(佃}41.，1 17nl'7.i I 1，7111.10 
1 5 115.21 ! 1 5.3 21 1.5 X10 411. 4 I 130! 1 7.1 I I I 1 31 • eニフ調高}

T611EJ9221955168811M0415l120 日 10 (刊
17115.61 ! 15.411 I 1 190121.51 I 1181 (111口)
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表2の2
坪 )11水質分析表

( 4 2年 11月20日)
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Z 疏量

制Ifの量水標設置場所は上流から天間ダム下流，附田の2点であり，水位，流量を観糊して

いる。

附回天間ダム下流における地和41. 42年の且別，最高，最低，平均，流鐘ならびに水位は

図3-4のとおりである。

国 3-1

400 

ー涜

300 

量

20日
f司、

nf/S 
、-'

100 

図 3-2

5 

水 4 

位

，..... 

m 

'-' 

坪Iflの月別，最高，最低，平均旅量
一一一ー最高

一一一最低

一一一平均
附恒敏ぬ防

指和 41年

2 5 4 5 ι 7 8 

年111の足別，最高，最低，平均水位

一一一最高

一一一ー最低

一一一平均
srtffi観拘P.Ji

? 10 11 

Hll君1.d 11E/ ¥ 

万 三に

12ノj

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12汀

- 323-



図'"'-1 
200 

附田観測所，昭和42年

塀!iの月別，最高，最低，平粍続畳
一一ー最高

一一最低
一一一平均

ミギ:三乙つこと主主子一一一一， 6 7 a 9- 10 11 12月

100 

官主

(

的

)

量

5 

坪川の月別，最高，最低，平均，水位

一一一一最高
一一-一最低 附田観測所，昭和42年

一一一平均

'4 
。
閤 4-2

4 

"，，~//でとよー
/つ
，，/ ./三ノ

ζ'一竺エゴ二三_---

5 

2 

水

r'¥ 

m 
、J

位

。
1日 11 1 i!月

所捌観流下
高
低
均

が
れ
最
最
五
・

ι
一一一

aa守

E

和和

9 B 7 6 

矧1Iの月別，最高，最低，平均流量

5 4 5 2 

4-3 図

守口

80 

l
i
j
/
f
l
i
l
l
-
，，fd''''e'' 

70 

40 

60 

50 

流

目
。

〈

'γ)
m
 

量

12 11 10 

;;:: '-1 

-"ム Y

30 

10 

20 



図 4-.4 

1.5 

水

坪JiIの月別，最高，長イE，平均水位

(和昭 41年J
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これによれば，附田，ダム下説観測所ともに 10月.9月， 3月， 4月(r世間は欠副)の水
位，流量が多くなっているが最大流量は鮒臼の嗣和 41年 10月14日におこり， ..... ~ーの時の最

大流量は 35ス2mS/ Sである。

また同年?月 26日の 175.4m"/Sがこれについでおり，いづれも費調によるものであり，

春は融雪によるものである。

3. 釘}i柱状

流程及び流れ方

1/50.0日明闘によると，水原から小川原湖までの全抗程は 4白血で，そのうち20 Kinは

山間部を流れて渓流域を形成し， 2 0 -3  5 Kmまでは中部誠，それより七戸川と合流して何

日までの5Kmが下が識となっている。

坪}IIは標高60 0 mに端を発し水位 1-2  mの小川原糊に注いでいるため，平均勾記は，

1 5/1 00 CIとやや高い数値を示している。

1 _ 5Y.m毎の平均勾配は.1 3 0/1.00口-0.8/1.000 となっている。支がは比較的大きい

ものとして14 Km地点に二戸織/11(疏量約 0.5七/S e 0 ) • 1 7 limlこ小坪JfI(疏量1.5七/

SeO)，31KmIこ中野JiI( O. 5 t / S e C )が入り.3 5 Km地主で七戸川!と合if.iし，それ

より下流は七戸JJiと呼ばれている。

主な支d!Eは図6のとおりであるが，これ以外にも多数の沢水治統れこんでいる。

本来ならばとれらの沢にはイワナ等の冷水位陸封魚が斡息するのであるが今白の訟査では確

認できなかワた。

昭和42年 11月 16. 5 K.Toι減主点に， 1，主総と防災を白的として構築されていた天間ダムが
完成し，貯水を踊始した。

したがってダムより下読の抗誌の減少，貯水中に起る水質ω変化など梢Il全体に対し，大
きな変化をもたらすものと考えている。
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甑 6 支読との合涜状況

し一ーー J 

中
ノ
川

七
戸
川

大坪 JII

坪 }Ii

1 0 IG 

4. 底質

河床は，山間の渓流伝は岩盤の露出している部分が多く，統れの湾出した部分に若者，大石

の散在が見られる程度である。二戸瀬川，小坪111等から 15-20Cffl位の石が運ばれてい.る

ようであるが，河床にそれらが捻積していないところを見ると，流速が大きいため速やかに

下流に運び去られているようである。

中流域は諜~は粗砂となっているが何れも鉱山鉾水の影響を受け，赤褐色に汚染している。

4)考察

水質処理の最終的な目標としては，坪川全体ち魚の務めるような状態まで持って行〈の

が当然だろう。

しかしそれに至るまでの第一段階として，天間ダムを大きな除毒沈殿也と考え，ここに

滋水している間に釘，Aはが沈搬出来るだけの排水処理をすることによって，ダムより下流

特に小:t-y.1Iiとの合誌点より下誌は，冷水性ff-1.類の宝物が可能となるわけである。

叉，ダムの完成により問自が大規模に進むものと予想、されるので，その点からも水質の

巨i復は急務となぞzわけである。

排水処理を完全なものとするためには，今後援々の謁査.-長;~効1必要となろうが，今まで

の調査結果(lZJ3-..長るの 1 • 2 )から徒足すると.P Hを立;治するだけでも相当の効果

を期待出来るものと考えている。
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今年度の調査は，鉱山排水による汚染状況の調査に重点、を置き，全体の状況を把還すること

が出来た。

したがって次年度の目標として次ω点をあげたい。
1. PH，Cu，F臼の5成分が共存するとき，魚に対してどのような議作用をもたらすのか，

このことは今年度飽の稚魚を使用して生物試験も行ったがまだ結占拠を出すまでに至っていない。

また，排水を水道水で椿釈すると沈裁が生じ，その稀釈度が高い程投;激する量も多い。

一夜放置し伐蹴が完成してから鰹の宇佐魚を入れると，今度は Cu， F eが艇に吸収されるのか

濃度が除々に低下し，試験中一定の値を示さない。

したがって濃度zの決定をどの時点に置いたらよいのか疑問の点が多い。この点を解決するた

めに更に飼育試験を続ける必要がある

2. 天j埠ダムに泌水している間iこ， Fe，Cuの沈澱が完成すればダムを利用しての淡水魚の養

殖が可能になるので，このためにはどの程度の排水処起を行ったらよいのか調査を重ねる必要

がある。
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